
 

第 10 回気楽な散策会は、横須賀市の沖合にあり、東京湾に浮かぶ「猿島」を散策し

ました。猿島は「東京湾要塞跡猿島砲台跡千代ヶ崎砲台跡」として 2015 年に国の史

跡に指定されており、旧日本軍が使用した砲台、弾薬庫、兵舎などの構造物が残されて

います。海岸からは横浜・東京・千葉の施設や建物を望むことができ、大型・小型の船舶

通航が見られるなど、歴史と風景を楽しめる場所として選びました。 

集合地点は京浜急行線の横須賀中央駅です。参加者が自宅を出たころに発生した

電車の事故により、集合駅までの路線が運休となり、予定集合時間にほとんどの参加者

が間に合わない事態になりました。状況確認のメールと電話が飛び交い、代替ルートを使

う、運転再開を待つことでなんとか全員が集合し、猿島行きの渡船に乗れたのは予定の 1

時間遅れとなりました。船は前日通過した台風の影響を受け、港の防波堤を越えると波

しぶきを浴び、揺れながら 10 分ほどで猿島桟橋に到着しました。 

猿島上陸後、各自で持参した昼食を取

り、散策開始です。ゆっくりと左に曲がるよう

に坂を上ると、道は急に右に曲げられ、石

積みの切通しになります。右手に弾薬庫・

兵舎が並び、その入り口はレンガ造りです。

かつては弾薬庫の上に 24cm 加農砲がお

かれ、東京湾を通航する船舶に向けられて

いたそうです。さらに進むと約 90m のレンガ

積みトンネルになります。このレンガの積み

方がフランス積みと呼ばれ、日本国内で残っているものはわずかで貴重なものです。トンネ

ル内にも弾薬庫や司令部が設けられていました。 

2 つ目のトンネルを抜けると 8cm 高角砲跡があります。さらに先には 12.7cm 高角砲

跡があり、2 つ目のトンネルと高角砲跡はいずれもコンクリート製です。加農砲時代はレン

ガ造り、高角砲時代はコンクリート製であり、砲撃対象が船舶から航空機に変わると共
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に、建設方法も明治から昭和で変わったことが分かる遺跡群です。 

島の反対側まで進むと東京湾が一望できます。目の前を貨物船がゆっくりと進み、人工

島である第一海堡や横浜港のガントリークレーン、千葉県富津市の建築物などが見えまし

た。ここで二手に分かれ、脚に自信のあるグループは島の頂上にある展望台を目指しまし

た。猿島は開発の手が入っていないので、木がうっそうと茂っており、珍しい昆虫や植物も

見られるそうです。当日は残念ながらそういった昆虫・植物を確認することは出来ませんで

したが、島の頂上は全方向に視界が開けていて、弱い風が吹いて心地良い空間でした。 

渡船で横須賀市内に戻り、ドブ板通りへ向かいました。ドブ板通りには軍用製品やスカ

ジャンなどの土産品店、バーガーショップ、カレーの店、バーが立ち並び、散策路となっていま

す。この通りの入口にある横須賀ビール店でローカルビールを楽しもうとしたのですが、午後

の休憩時間になっていました。やむなく通りを進み、沖縄料理店「与論乃風」を発見し、懇

親会となりました。オリオンビールや泡盛、ミミガー唐揚げ、あぐー豚ウインナーなどを頼み、

歩き疲れを癒すことができました。 

電車の運休、船の揺れ、横須賀で沖縄料理に舌鼓を打つなど変化に富んだ一日とな

りました。参加者から、これも良い経験、次回も楽しみにしていると声があり、第 10 回散

策会「猿島」はお開きとしました。 

参加者:横浜支部 望月恭一氏(35C)、杉山貞彦氏(44E)、飯島和夫氏(46S)、 

島田光治氏(50K)、 

平塚支部 倉林弘行氏(44C) 

厚木支部 岡村守之氏(45S)、石﨑一嘉氏(53M)、梶原護(修 58E) 
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懇親会場 与論乃風にて 
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